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はじめに

2016年の今ごろ「ザツゼンに生きる」という、カプカプでの実践がつまっ

た本ができました。サブタイトルは「障害福祉から世界を変える」。だい

ぶ大風呂敷を広げたものです。書誌コードもつかず、一般の書店にも流

通しないそんな本など彼に届くことはなく、その夏に事件は起こりました。

あれからずっと、どうすれば「障害福祉の世界を変える」だけでなく、そ

の営みを通して「障害福祉から世界を変える」ことができるのだろうかと

試行錯誤しています。その一端がこの「障害福祉施設におけるアーティ

ストとのワークショップ定着事業」という試みです。

コロナ禍は人 を々分け隔て、差異は生きづらさとなり、殺さないでという

声は届かない、相も変らぬ世の中ですが、それでもなお愚直にすべての

人の幸いを願いつつ小さな本を編みました。

2022年3月

◉カプカプってどんなとこ？
1997年に地域作業所として横浜市旭区に開設し、2009年にNPO
法人化したのち、2017年から制度上は生活介護事業所となりまし
た。旭区上白根町にあるUR西ひかりが丘団地の商店街で、喫茶やら
お菓子づくりやら、絵を描いたりちくちく縫ったりリサイクルしたり唄
ったり踊ったりラジオやったり世話焼いたり焼かれたりという「カプ
カプ」でございます。緑区に「カプカプ竹山」都筑区に「カプカプ川和」
があり、総勢60名近い人が通い、愉快な日 を々送っています。
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前提としてのワークショップ
WAM（独立行政法人福祉医療機構）の「社会福
祉振興助成事業」に申請した「障害福祉施設に
おけるアーティストとのワークショップ定着事業」
が採択されて、2021年5月27日にまず参加者を
募るために旭区内の障害福祉事業所への説明
会を催しました。
そこで最初に見てもらったのがこのスライドです。
ワークショップは「講座」とか「教室」ではなくて、
だからアーティストも「先生」として招くのではな
い、ということを大前提として確認したかったの
です。わたしたち障害福祉従事者は「訓練」的発
想をついつい持ってしまうものなので。

チコさんと絵を描いたり、なにかつくったり。体奏
家の新井英夫さんたちと踊ったり演奏したり。
2018年からは、文化活動家のアサダワタルさん
と喋ったり唄ったり。コロナ禍でもオンラインや屋
外での実施などの工夫をしつつ、ずっと続けてき
ました。
いずれのワークショップも、カプカプに通うさまざ
まな障害があるメンバーたちだけでなく、スタッフ
たちの「表現に対する感覚」をひらいてくれるもの
です。アーティストはカプカプにいる人たちやそこ
で起こることのおもしろさを教えてくれます。福祉
施設ではえてして「指導」の対象になってしまうよ
うな言動までも、表現としておもしろがることで否
定しなくてよい世界を予感させてくれています。

カプカプで大切にしていること
カプカプのワークショップで大切にしてきたもの
には、冒頭に示した「参加型」「体験型」「双方向
性」以外にも、以下のようなものがあります。

・ 必ずしも形のある成果を求めなくてよい
・ スタッフの「おもしろがる力」を育むこと
・ 丁寧に時間をかけて関係をつくっていくこと
・ イベントというより日常の延長であること
・ だれかを否定しない範囲でのなんでもアリ

なぜアーティストによるワークショップが

障害福祉施設に必要なの？
なにかが違うことで生きづらさを覚えるのは、その
人のせいではなくて社会の側の問題なのだという
「社会モデル」が提唱されてかなり経つものの、障
害を含むさまざまな差異は個人に、しかも弱い立
場の人たちに負わされているのがこの国の残念
な現状です。
カプカプではそんな状況を変えていくために、メ
ンバーの一人ひとりが生きていることを存分に表

この企画の背景について
カプカプ所長・鈴木励滋

※ニッセイ基礎研究所（2021年）「厚生労働省 令和2年度障害者総合福祉推進事業 
全国の障害者による文化芸術活動の実態把握に資する基礎調査報告書」
（https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000797310.pdf）

小一時間そんな話をしましたが、理屈で伝えられる
ものは限られているし、実際に身体を動かすなかで
五感を通じて得心してもらうことが重要だとも思っ
ていました。それでも、まずは参加したいと思っても
らえなくては始まらないので、わたしの現場であるカ
プカプでのワークショップで、メンバーさんたちが活
き活きとそれぞれの表現をしている様子も写真で見
てもらいました。

アーティストによる

障害福祉施設でのワークショップって？
この企画のモデルはカプカプでの3つのワークショ
ップです。2011年から、画家で絵本作家のミロコマ

現してもらえるような場を目指してきました。「みんな
違っていい（どうぞご自由に。でも、自己責任でね）」
ではなく、「みんな違って、それぞれがいい」とだれも
が肯定されるような世界に向かって。違うことは恥
ずかしいことでも直されるべきものでもなくて、だか
ら、だれかの違いを否定しない範囲において存分
に表現してよいという当たり前のことを当たり前にし
たいだけなのです。
2016年に「ザツゼンに生きる～障害福祉から世界
を変える」というカプカプの本をクラウドファンディ
ングでつくったのも、そうした世界に向かうための
一環でした。そこからのご縁で各地に呼んでいた
だき、カプカプでの実践のことを話してもきました。
一昨年度には、厚生労働省の「障害者芸術文化活
動普及支援事業」の全国連絡会議の場でもワーク
ショップのことを中心に話をさせてもらいました。そ
の度に各所から熱い反響があるものの、「ワークショ
ップを始めた」という話はなかなか聞こえてきません。
それは一体どういうことなのでしょうか。

障害福祉施設での文化芸術活動、
その実施の状況と見えてくるホンネ
厚生労働省の令和２年度障害者総合福祉推進事
業「全国の障害者による文化芸術活動の実態把握
に資する基礎調査」の報告書※によれば、アンケー
トに回答のあった8,092ヶ所のうちで文化芸術活
動を実施している事業所は41.6%、実施していない
のは52.6%（5.8%は無回答）でした。実施していな
い事業所にその理由を訊くと「施設・団体の事業目
的・内容ではないから」という回答が31.9%ともっと
も多く、「職員が不足しているから」25.0%や時間
が不足しているから」24.7%、そして「障害者にとっ
て文化芸術活動は普段から馴染みがなく、よくわ
からない（または関心がない）から」も24.7%となっ
ています。
また、「障害者による文化芸術活動で実感している
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止になるような状況のなか、6ヶ所の事業所が手を
挙げてくれなかったら成り立ちませんでした。ほんと
うに感謝しています。
おかげで予想をはるかに超えるさまざまな反応が
それぞれの場所で起こりました。そのステキな光景
を、障害福祉関係者にもアーティストにもぜひ見て
ほしくて、この本はつくられたのです。
それでは、とくとご覧ください。

成果」という設問と「障害者による文化芸術活動
に期待する成果」という設問では、「障害者の趣
味や余暇活動の充実、生き甲斐の創出」が突出し
て高く（それぞれ90.1%と77.6%）、つまり実施の
有無にかかわらず障害福祉施設で文化芸術の
「成果」はそのようなものと捉えられているというこ
とが伺えます。
文化芸術活動は「個人的な趣味」や「余暇活動」
で、施設の事業として取り組む必要がない（もしく
は余裕がなく優先度が低い）というホンネが見え
てきます。

なぜ「身体表現」のワークショップなの？
同じ調査で「実施している文化芸術活動の分野」
という設問があります。
その結果は、「美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、
書、写真など）」が81.7%と群を抜き、「音楽（合唱、
室内楽、吹奏楽、オーケストラ、オペラ、ジャズ、ポッ
プス、ロック、歌謡曲など）」が52.2%と続きます。
身体表現は「舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダン
ス、コンテンポラリーダンスなど）」が8.4%で「演
劇（劇、児童劇、人形劇、ミュージカルなど）」が
6.2%と、「映画、アニメ映画、コンピュータや映像
を活用したアート（メディアアート）など」（13.2%）
からも離され、まさに桁違いに少ない実施状況
です。

先ほどのホンネとあわせて考えると、こんなこと
が言えないでしょうか。「美術や音楽は『施設の事
業』として取り組むべきものだが、ダンスや演劇は
個人的な趣味だ」と障害福祉業界では見なされ
ている、と。
　これは、かつて養護学校や特別支援学校がま
だなかった／不足していた時代、障害福祉施設
が学校の代わりを担っていたことも関係するので
はないかと思います。法律も変わって改称すると

成概念を転換し、障害福祉の世界に蔓延する旧
態依然とした価値観を払拭しうるアートの力にわ
たしは期待しているのです。
それなので、身体表現にこだわる必然はないもの
の、関係を組み直すような場にスタッフも巻き込
み、双方向の働きかけの主体の一人にしてしまう
のに、演劇やダンスのワークショップは向いてい
ると思っています。作業や訓練と親和性の高い
「絵画教室／音楽教室」的なものでは、「指導する
側」という思い込みは崩しがたいのではないかと
も思うのです。
もちろんミロコマチコさんのように、絵を教えるの
ではなく、描く悦びそのもので場を満たしてしまえ
る人もいますし、一方で唯一の正解に向けて訓練
するようなダンスや演劇だってありえますが。

福祉の真髄へ向かうワークショップ
私がこの企画を説明するときに掲げた大前提
――ワークショップは「講座」とか「教室」ではなく
て、だからアーティストも「先生」として招くのでは
ない、というのは、言い換えれば「正解がない」と
か「成果を必須としない」ということです。その言
葉は、監査や実地指導で国や行政からギチギチ
に管理されている現在の障害福祉の現場におい
て、不安しかもたらさないのかもしれません。けれ
ども、そんな営みの先にこそ、福祉の真髄がある
気がしてなりません。
「福」も「祉」も「しあわせ」を表わすといいます。メ
ンバーさんたちの幸福追求と同時に、スタッフさ
んたちも余計な管理や指導から解放されて幸せ
になれるように、このワークショップを仕掛けまし
た。

論より証拠で、長年培ってきた旭区の地域自立支
援協議会ネットワークを頼りにやってしまおうと
企画しました。コロナ禍でほとんどのイベントが中

ころも増えてきましたが「〇〇学園」という名前のま
まの施設は今でもありますし、わたしが仕事を始め
た1997年にはまだ、若い職員でも親くらいの利用
者さんたちから、「〇〇先生」と呼ばれていました。
その名残で古い学校教育的に「美術」や「音楽」を
指導することには馴染みがあり、『施設の事業』とし
てもそれらは見なされやすいのかもしれません。

わたしも、この「正解」を「先生」から教えられる「芸
術」ってのはちょっと苦手で、近づきたくはありませ
ん。うちでも、絵画のワークショップに誘うと「わたし、
絵は描けません」という人がいました。物理的に描
けないというのではなくて、世の中で「絵」と認めら
れているなにかを指して「そのようなものは描けな
い」と言っていたのでしょう。わたしも「美術」の成績
は惨憺たるものだったので気持ちはよくわかります。
ほんとうは「美術」も「音楽」も限りなく自由なもので
あるはずなのに。
そういう意味では10年前から中学校の必修科目と
なった「ダンス」もいずれ「施設の事業」と認められ
やすくなるのかもしれません（すでにスポーツジムと
障害福祉施設を掛け合わせた業態が出てきてい
るのですが、それもそんな流れの端緒にも見えま
す）。

関係性を組み直し、
思い込みを突き崩すアートの力
けれども、わたしが障害福祉の世界、ひいてはそれ
を取り囲む世界そのものを変えるだけの力があると
期待を寄せているのは、そのような「正解のある芸
術」ではありません。だから「美術」がダメで「身体
芸術」がよいと言っているわけでもありません。「成
果」のみではなく過程を尊重し、一人ひとりの表現
行為の丸ごとを堪能するためには、「正解のある芸
術」に囚われているわたしたちがまず、芸術との出会
い直しをしなければならないのかもしれません。既

カプカプ祭りでの新井一座との一幕

カプカプ祭りでのミロコマチコさんの即興ペインティングでの風景

カプカプでのアサダワタルさんのラジオワークショップの様子
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本書で紹介する
6つのワークショップ・メニュー

P.08
文化活動家
アサダワタル×
サポートセンター連
れんらじお
12月10日（金）スタッフ：6名、メンバー：18名
1月14日（金）スタッフ：4名、メンバー：12名
2月8日（火） スタッフ：11名、メンバー：14名
▶サポートセンター連
https://www.houmon-no-ie.or.jp/ren/

P.20
作家・演出家・俳優
岩井秀人×むくどりの家
むくどりのモロモロ
6月14日（月）スタッフ：6名、メンバー：14名、パートナー：2名
7月15日（木）スタッフ：7名、メンバー：14名、パートナー：2名
9月14日（火）スタッフ：8名 、メンバー：10名、パートナー：1名
10月27日（水）スタッフ：4名、メンバー：15名
12月7日 （火） スタッフ：5名、メンバー：9名
1月7日（金）スタッフ：4名、メンバー：13名
▶むくどりの家
http://kiginokai.wp.xdomain.jp/?page_id=1388

P.12
振付家・演出家・ダンサー
白神ももこ×
まどか工房Ⅱ、Ⅲ
まどかダンスふたたび
12月9日（木） スタッフ：9名、メンバー：22名  コラボ：仁科幸（ダンサー）
12月14日（火）スタッフ：8名、メンバー：23名  コラボ：仁科幸
1月11日（火）  スタッフ：5名、メンバー：17名  コラボ：西井夕紀子（音楽家） 
▶まどか工房
https://yume21.net/?page_id=195 

P.24
劇作家・演出家・俳優
益山貴司×
活動ホームあさひ
ボス益山アワー
12月6日（月）スタッフ：8名 、メンバー：16名
12月15日（水）スタッフ：6名、メンバー：16名
1月24日（月）スタッフ：7名、メンバー：13名
1月26日（水）スタッフ：9名、メンバー：15名
2月21日（月）スタッフ：8名、メンバー：16名　
ゲスト：新藤江里子 （劇団子供鉅人）
2月28日（月）スタッフ：7名、メンバー：13名
3月29日（火）スタッフ：8名 、メンバー：12名
▶活動ホームあさひ
http://kh-asahi.or.jp/

P.16
体奏家
新井英夫×ミコミコカンパニー・カーサミコミコ
新井一座のフルコース
12月27日（月）スタッフ：10名、メンバー：18名　コラボ：板坂記代子（ダンサー）、永井美里 （ダンサー）
1月6日（木）スタッフ：9名、メンバー：16名　コラボ：板坂記代子、はしむかいゆうき （音楽家）
▶ミコミコカンパニー
http://home.catv-yokohama.ne.jp/88/inforest/mikomikotop.html

P.28
劇作家・演出家
山本卓卓×ほわほわ
ほわほわのぷりぷり
11月26日（金）スタッフ：6名、メンバー：8名
12月3日（金）スタッフ：6名、メンバー：8名
1月14日（金）スタッフ：6名、メンバー：9名
2月4日（金）スタッフ：4名、メンバー：6名
3月4日（金）スタッフ：4名、メンバー：7名
3月11日（金）スタッフ：6名、メンバー：7名
▶ほわほわ
https://www.instagram.
com/howahowa19420/
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念願叶った「れんらじお」
数年前、カプカプでのアサダさんによるラジオワーク
ショップに「サポートセンター連」のメンバーのみな
さんが来てくれました。メンバーの中にはちょうどそ
の頃、調子を崩していて参加すら危ぶまれた方がい
たのですが、「今日は楽しかった。ありがとう」と大
満足していたと聞き、ぜひいつか「サポートセンター
連」でもこのワークショップを実現したいと思ってい
ました。そして実現したのが「れんらじお」です。
サポートセンター連は、今回の事業に参加している
事業所の中でもっとも規模の大きな施設です。所長
の白鳥さんは旭区地域自立支援協議会の事務局を
取りまとめていたり、旭区の基幹相談支援センター
も担っていたりと、旭区の障害福祉の拠点です。

集まるワークショップに
盛り立て役の存在あり
今回のワークショップの担当をされた連のスタッフ
の羽田さんは、一見クールだけれど熱いものを秘め
た人で、大きな施設の中でも周りのスタッフに働きか
けて「れんらじお」を盛り立ててくれました。
このような企画では、えてして参加事業所が「お客
さん」になってしまいがちです。けれど、羽田さんは
以前からカプカプのワークショップに興味をもってく
ださったこともあり、カプカプでのラジオワークショ
ップで使っている「番組表」を模した連独自のものを
つくるだけでなく、某テレビ雑誌の表紙みたいなチ
ラシやポスターまで作成してくれました。

アーティストとスタッフの豊かな出会い
アサダさんは「文化活動家」として、様々な生活現場
で音楽などの表現行為を支点に「これまでにない他

アサダワタル×
サポートセンター連
れんらじお

者との出会い方」の実践をされています。品川区立障害
児者総合支援施設「ぐるっぽ」では公立の福祉施設で
は稀有な「アートディレクター職」を務め（2019～
2021年度）、研究者としても近畿大学にて講師をされ
ます（2022年度～）。
カプカプワークショップの理解者であり、あの手この手
で場を盛り立ててくださる羽田さんのようなスタッフが
いる「サポートセンター連」に、障害福祉現場のスタッ
フ側の事情にも通じ、多様な差異のある人たちを「表
現」でつないで来たアサダさんが出会えば、きっとおも
しろいことが起きるにちがいない、そんなふうに思いま
した。

楽しいが伝播する
サポートセンター連は大きな施設なので、いくつかの
グループに部屋を分けてふだんから活動をしています。
施設の中で「れんらじお」を始めるにあたり、アサダさ
んたちはあえてそれぞれの部屋から見える共有のフロ
アにラジオブースをしつらえてワークショップを重ねて
いきました。それをふと目撃するなかで参加を熱望す
る人たちが増えるのは予想していたことですが、「あの
メンバーさんに〇〇について語ってほしい」という「番
組企画案」を持ち込むスタッフさんたちまで現れたと
聞いて驚きました。本気で楽しんでいるとそれが伝播
し、主体的に楽しもうとする人が増えていく。すごい
ことです。

実施レポート…1

番組パーソナリティ 

アサダワタル 

サブパーソナリティ 

アオキユウキ 
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ワークショップで僕がやっていることは別に「アー
ト」でもなくて、「ふだんはできないコミュニケーショ
ンのかたちをつくっている」といえるのかなと思って
います。「れんらじお」では、ラジオというルールを
使ったコミュニケーションのかたちをご提案してい
るわけですけれど。なぜそんな提案をしているかと
いうと、そのことによって人との関わり方が拡がると
思うからです。そこが拡がらないと、「あの人、障害
があって言葉が通じないからコミュニケーションが
とれない」って思われてしまう。違う回路でコミュニ
ケーションのかたちを試していけば、その人が表現
していることが浮かび上がって現れることがある。
そこに眼差しを向けることも支援だとも思うんです。

「発表」するとか「作品にする」ということが「生産性」
みたいなことと結びついちゃっているんだろうなって。
わかりやすいかたちでアウトプットされて初めてやっ
ている意味がある気がしてしまうというか。でも、い
ま・この時間を濃厚な質にするということのほうが、現
場でやっていくこととしてよっぽど重要なことじゃない
かと思います。その結果として、生み出だされていく
ものが外に共有されていくということはあってしかる
べきなんですけど。自分たちの取り組みが、そこの順
番を改めて点検するきっかけになればいいですね。

回を重ねるごとに
反響があったそうですね。

鈴木

みんなが通るフロアにラジオブー
スを置いたことで、誰でも間接的
にかかわれちゃえたことがよかっ
たと思います。ふとワークショップ
を目撃したメンバーさんから、自
分も出たい！っていう声がけっこ
う挙がったりして、回を重ねるご
とに反響が増えた印象です。

羽田

スタッフのみなさんの
反応はどうでしたか。

鈴木

◉楽しかった。機会があればまた
やってみたい。曲のリクエストもした
い。中橋さん ◉見ているだけじゃつ
まらないから次は出たい。青木さん  
◉リクエストした曲がかかって良
かった。またリクエストしたい。市川
さん  ◉（リスナーとして参加）面白
かった。次は出てみたい。石塚さん  
◉リクエスト曲が流れてよかった。
鈴野さん  ◉楽しそうだと思った。リ
クエスト曲のコーナーで紹介しても
らえるなら聴きに行きたい。安田さん

メンバーさんのふだん見えて
いなかった部分を知れた驚き
があったようです。ある方が
相撲ファンであることは知っ
ていても、そこまで好きだった
の？って分かったり、うちに来
る前の経歴が全くわからない
方がご自身のことを語られた
り。２回目以降は職員も出た
り、最後は職員とメンバーが
企画段階からコーナーをつ
くって出演、みたいなことも増
えて、かなり楽しんでいました。

羽田

「振り返り」からの対話

アサダワタル「振り返り」から

アサダワタル「振り返り」から

カ
プカプ

カ
プカプ

メンバーの感想

時間 番組名 出演 内容

13じ00ふん
から

13じ25ふん

ゲームセンター
CXに出たい男 市川慶太

「「ゲゲーームムセセンンタターーCCXX」」にに出出たたいい男男。。
市市川川慶慶太太がが自自身身のの好好ききななゲゲーームムをを紹紹介介すするるココーー
ナナーー！！！！
今今回回ははフファァミミココンン編編とと称称ししてて、、慶慶太太ささんんがが好好ききなな
「「ススーーパパーーママリリオオ」」ののゲゲーームムをを実実際際ににププレレイイししつつ
つつ熱熱くく語語りりまますす。。何何ととララジジオオ原原稿稿はは事事前前にに準準備備済済
みみとといいうう熱熱のの入入れれ様様！！願願いいははたただだ一一つつ！！
「「ゲゲーームムセセンンタターーCCXXにに出出たたいい」」

13じ25ふん
から

13じ40ふん

「ひーさん」の
リクエスト曲
カモーンのコー
ナー

円浄秀美
皆さまからよせられたリクエスト曲を
「ひーさん」こと円浄秀美がくじ引き形式でご紹介!!

13じ40ふん
から

14じ05ふん

教えて！
石塚先生
～相撲編～

石塚和宏

ササポポーートトセセンンタターー連連屈屈指指のの大大相相撲撲フファァンン
石石塚塚和和宏宏にに大大相相撲撲のの世世界界のの事事をを教教ええててももららおおうう！！
今今回回ののララジジオオでではは力力士士のの地地位位ややそそのの変変動動のの仕仕組組みみ
ににつついいてて教教ええててくくれれるるぞぞ！！
ここのの番番組組をを聞聞いいたたリリススナナーーかからら一一人人ででもも多多くくのの大大
相相撲撲フファァンンがが増増ええるる事事をを願願っってて……

14じ05ふん
から

14じ20ふん

「ひーさん」の
リクエスト曲
カモーンのコー
ナー

円浄秀美
皆さまからよせられたリクエスト曲を
「ひーさん」こと円浄秀美がくじ引き形式でご紹
介!!

14じ20ふん
から

14じ45ふん
楢原大輔

楢原大輔さんが皆さんから事前に募集したトーク
テーマの中から選りすぐりのテーマについてフ
リートークを繰り広げます！
「フリー」なので、何が起こるか予測不可能な番
組になる事間違いなし!!!

れん らじお 番組表
2022年1月14日（金）１３：００～
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出会いは2020年から
「まどか工房」と白神さんは、本事業の前からつなが
りがありました。2020年度に神奈川県の「共生共
創事業」で、障害福祉施設とアーティストが協働す
る企画をKAAT神奈川芸術劇場の中野敦之さんか
ら打診いただいた際、両者を推薦してつないでいた
だいたのです。このときは映像作家の飯塚聡さんと
ショートフィルム「まどかさんのお弁当づくり」を制作
しました。
「まどか工房」は主に知的障害がある人たちが通う
生活介護事業所で、「製菓」「喫茶」「弁当づくり」に取
り組んでいます。所長の新倉さんの人柄もあって、
楽しく仕事をするという雰囲気が事業所にあります。
今回のワークショップの担当をされた「まどか工房」
のスタッフ、浦郷さんは学生時代（白神さんと同窓と
判明！）から音楽活動をしていて、彼以外にも若いス
タッフが多い事業所です。

「まどか工房」での
ワークショップを続けたい！
「共生共創事業」での活動が数ヶ月でひと段落する
ことを惜しむ声もありましたが、単年度予算での企
画の宿命「あるある」ともいえます。「まどか工房」で
のワークショップを続けたい！それが今回、WAM助
成に申請したきっかけでした。
「継続」というのは重要なことです。事業所のメンバ
ーには、初めての事や人に慣れるのに時間がかかる

人たちもいます。継続するなかで、「なにやら楽しそう
だ」とか「コワい先生じゃなさそうだ」みたいに思っても
らうことが大切なのです。
「まどか工房」のメンバーさんの中には、昨年度、白神さ
んたちが来てつくった自分たちのダンス映像を見て、
「参加したかった」という人たちがたくさんいました。
今回の事業で、白神さんが再び事業所に来てくれるこ
とを知ったメンバーさんたちは、歓迎のポスターを製
作して待ってくれていました。

「まどか工房」をパワーアップ
白神さんは、日本を代表するコンテンポラリーダンス
の踊り手である木佐貫邦子さんに師事し、ダンス・パフ
ォーマンス的グループ「モモンガ・コンプレックス」を立
ち上げ、主宰として全作品の構成・振付・演出をしてきま
した。立ち上げ間もない2006年に彼女の作品を観た
ときには「自分はバレエに向いていなかった」と自虐と
も呪いともとれる発言もしていましたが、今や「正統」
な踊りへの反発を遥かに超え、ダンスとは縁がなさそ
うな人たちも引きずり込んで根源的な踊りの愉楽を見
せてくれています。四国学院大学や桜美林大学の非
常勤講師も務め、2019年からは埼玉県富士見市民文
化会館「キラリ☆ふじみ」の芸術監督（芸術面の総責
任者）です。ダンスや演劇の力を使って市民を巻き込
む手腕と、これまで「美しさ」と見なされてこなかった
「美しさ」をつくりだす技量は、「まどか工房」をさらに
パワーアップさせてくれるはずだと期待しています。

白神ももこ×まどか工房
まどかダンスふたたび

実施レポート…1実施レポート…2
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頑張らなくていいこと、
「正解」はないこと

それぞれが
持っている時間を
楽しんで待つ

今回、スタッフの振り返りでのコ
メントで、「頑張らなくていいで
すよって白神さんに言ってもら
えたのがよかった」というもの
がありました。福祉には頑張り
すぎちゃう方が多いので、白神
さんの言葉で肩の力が抜けて
よかったそうです。

今回のワークショップを振り返ってどうですか。鈴木
カ
プカプ

カ
プカプ

鈴木

私たちが活動をしやすいようにいろいろなことを先回り
して考えてくださるので、そうお伝えしたんです。
私たちは先生じゃないし、学校でもないので、ワーク
ショップ中、興味がなければ「ない」って言ってください
とも言いました。そうしたらまたほかのことを考えるので。

白神

いま、「待ってもらう」ということが、なかなかしてもらえてな
いと思うんです。小学校でも発言が早い、反応が早い人し
か受け入れてもらえてないところもあるように思います。
私はみんなが身体で出すものを待つ時間がとても好き
なんです。指導しようとしちゃうと、反応が鈍いなって
いう方向で捉えてしまうんですけど、考えた末に出す一
手とか、その一手を出すまでの時間というのはそれぞれな
んですよね。そういうことを、今回、ワークショップでも感
じています。距離感と時間、それがすごく大事だなと思っ
てやりました。

白神

せっかく来てもらっているのに、
メンバーさんの反応が見えづら
いと申し訳ないとか気を遣って
るんでしょうけどね。かといって、
スタッフがなにもしなくていいわ
けでもないじゃないですか。ス
タッフさんはどんな感じでワーク
ショップに参加されたんですか。

鈴木

やはり待つことって重要ですよね。
なんにでもタイムリミットを決めて
「作品」とか「成果」に向かって指
導しようとすると当然待てなくな
るんです。そのときに特に障害の
ある人の中にはあぶれてしまう人
もいる。だから、余裕をもって積
み重ねていくことの重要性はあ
ぶれる人をつくらない、みたい
なことでもありますね

鈴木

◉ふだんダンス類が苦手とするメンバー
も比較的すぐに参加することができた。
これは以前からの関係が続いている影
響で、何をするかイメージすることができ
た影響が大きいと思います。次回もここ
から発展させていきたい。（ワークショップ
第1回目「ふりかえり」より）
◉1人で完結するのではなく、他者との交
流（誰かを助ける、誰かに渡す）という点
が取り組みやすさにつながっている。全
体をやりつつ、個が生きるようなヒントを
みつけたいです。（ワークショップ第2回目
「振り返り」より）

メンバーと同じ参加者の一人
みたいな感じで。ワークショッ
プ中、いちばんとまどっている
のがスタッフさん、そんな場面
もありましたね。楽器を振ら
れたものの、やったことないよ
～みたいな感じで。

白神

「振り返り」からの対話
「振り返り」からの対話

ワークショップ担当
スタッフ、浦郷さんの感想

カ
プカプ

カ
プカプ
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脱力を大切に
2005年、「ミコミコカンパニー」はカプカプの「のれ
ん分け」のようなかたちでスタートしました。開所当
初のスタッフは代替わりし、今は佃所長を中心に独
自の進化を遂げてきていて、そんな経緯はもはや感
じられませんが、多様な場所が点在するほうが選ぶ
側からすればよいことなのです。ただ、佃さん以外の
スタッフが、まだまだちょっとカタイかなと。マジメす
ぎるのかもしれません。カタすぎると折れやすく、息
詰まるのは「カラダ」も「発想」も同じこと。そこで、脱
力を大切にする「野口体操」を立教大学などで教え
ている、体奏家の新井さんにほぐしてもらえないだろ
うか、と考えました。
新井さんはカプカプでもワークショップをしてくださ
っていて、そのときはパートナーの板坂記代子さんと
音楽家のササマユウコさんに来てもらっています。
ミコミコでは板坂さんのほかにダンサーの永井美
里さん（初日）、音楽家のはしむかいゆうきさん（2日
目）に入ってもらい、年またぎ新井一座の奥義フルコ
ースを体験してもらいました。

理屈ではなく「体感」から
新井さんは青山学院大学の「ワークショップデザイ
ナー育成プログラム」やJCDN（NPO法人 ジャパン・
コンテンポラリーダンス・ネットワーク）の「コミュニ
ティダンス・ファシリテーター養成スクール」でワーク

ショップをつくっていく後進を育てている人でもありま
す。なので、人を巻き込んでいくのがなんとも巧みです。
施設や学校でワークショップをすると、スタッフや教師
たちは「生徒／メンバーさんが主役ですから」とか言っ
て傍観者を装いがちですが、新井さんは必ずそういう
人を狙って巻き込んでしまう。主体的に「参加」しなけ
れば見えない世界があるし、その人の価値観が揺さぶ
られることもありません。理屈ではなく「体感」から凝
り固まった身体と頭をほぐしてもらって、「いいかげん
が良い加減」（野口三千三語録）という言葉がピッタリ
な佃さんが築いてきたミコミコのよいところを、継いで
いく人たちへ手渡す助けにこのワークショップがなる
とよいと思って企画しました。新井一座にほぐしてもら
ったあと、ミコミコでワークショップをお願いしている
劇団エンニュイを主宰するお笑いコンビ、クレオパトラ
の長谷川優貴さんにも、2日間の新井一座のフルコー
スを体感してもらいました。障害福祉施設でのワーク
ショップの経験はないという長谷川さんですが、福島
県の高校生と震災のことを含む自分たちの物語を紡ぐ
というとても繊細な創作を「平面的な世界、断片的な
部屋 いわき総合高校ver」という見事な作品に仕上げ
た信頼できる劇作家です。
「お笑いをやりたい」というメンバーさんもいるミコミコ
でのワークショップが、コロナ禍の影響で次年度の実
施になりそうですがとても楽しみです。

新井英夫×ミコミコカンパニー
新井一座フルコース

実施レポート…1実施レポート…3
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あるワークショップのタイムライン

13：30～
「手づくりバルーン」 メンバーが席に着くやいなや大
きなビニール袋を投げ合う。開始の挨拶や区切りはな
く自然と始まる。円中央で新井さんと板坂さんが袋を
はじき返す。一気に場が盛り上がる。 
「新井さん、布に包まれて登場」  新井さんがいなく
なり、板坂さんの「どこかな？」の声がけ。新井さんをみ
んなで呼ぶと、返事のような笛の音が聞こえ、メン
バーもざわざわ。奥の部屋から赤い布に包まれた新井
さん登場。メンバーに撫でてもらうと鳴き声のように笛
を鳴らし、コミュニケーションをとる。

13：45～
「自己紹介」 新井さんが布から顔を出し、自己紹介。
参加者、見学者の紹介。
「タイコで挨拶」 新井さんの太鼓に合わせて手拍子。
太鼓を打ちながらみんなのところを廻り、太鼓を差し
出して手から始め、肘・頭・足・尻などで叩く。
「太鼓が止まったタイミングで手を叩く」円中央で
いくつか太鼓を回転させ、最後の太鼓の回転が止まっ
た瞬間に手を叩く。

14：00～
「真似っこ」 新井さんが「頭」や「鼻」などさわるところ
を言うので、その部位をさわる。言っている部位とさ
わっている場所が違うなどひっかけも。
「鈴付きゴムで人間ロケット」 ゴム紐をみんなで持
ち、ゴム紐の中に一人ずつ入る。プロレスのリングのよ
うにゴム紐に触れたら押して飛ばす。対角線上に飛ば
される人もいれば、ゴムに沿って円を描くように移動
する人などさまざま。
「即興ダンス」 メンバーと新井さん、板坂さんとペア
になり、円の中で即興ダンス。最後に足と足、膝と膝
同士をくっつけてポーズ。自然と起きる拍手。見ている
人は楽器を鳴らして参加。

14：30～
「花の蜜を吸いに来た蝶」 スタッフには音の鳴る楽
器、メンバーはそれを鳴らすバチを持ち、それぞれを花
と蝶に見立て、みんなで動き回りながら音を鳴らす。
「クールダウン」 カリンバの独特な演奏のなかクール
ダウン。
遅れてきたメンバーさんを音楽で歓迎

14：45   ではまた次回！

※2021年12月27日（月）実施のワークショップより

なぜ、すべてのメンバーさんが
楽しめたのか？
職員さんからの「ふりかえり」をヒントに
◉言葉による説明ではなく、動きを見ている
うちに自然に参加できた。
◉その場に居る誰かの得意・不得意が突出
することなく、みんながフェアで居られた。
◉勝ち・負け、上手い・下手がなかった。
◉いつの間にかみんなにソロの場面が回っ
てきて、自分の力で主役になれた。
◉見せ場のないメンバーが誰もいなかった。
そのうえすべて自然の流れのようである。
◉「立ち上がる」という行為に対して、いちば
ん高いところまでゴム紐を上げてみたり、
太鼓の高さを高くしたりなど、声がけの仕
方が参加者の自然なチャレンジを導いて
いた。

ワークショップ中に、メンバーが恥ずかしがったり、固まったり
していても、助け舟を出さずに見守ってください。もどかしくて
もどんな反応をするかそれ自体がワークショップの意味なの
で、見守ってください（と言ってる私が危ない？！）厳守です！
ただ大きなパニックや外への飛び出しなどには職員は対応し
ます。どうかスタッフさんは参加の一員として思い切り、自身
が楽しんでください。メンバーも喜びますよ！
（ワークショップに際してスタッフに送った所長のメモより）

所長からスタッフへのお願い

メンバー・スタッフの感想

◉最初はどうやったらいいのかわからなかったけど、だんだんわかって
きて楽しめた。（コナン）  ◉どんなことやるのか緊張してとまどったけど、
ぜんぶ楽しかった。やってみようかなと思えた。（渡）  ◉あ～いうの苦手
なんだけど、楽しかったよ。（よね）  ◉知らない人がきて緊張した。やっ
たら楽しかった。（宮）  ◉太鼓を持ってニコニコしながら歩き回っていた
利用者さんの姿は財産。（スタッフ）
◉幻想的で誘われる瞬間があった。相手に合わせる人もいれば、オリ
ジナルの人もいた。いろいろな物語があってハーモニーが生まれた。（ス
タッフ）  ◉ハイになりすぎないかと心配だった。テンションが上がり過ぎ
ないところで止まったので安心した。（スタッフ）
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メンバーたちのさらなる多様な表現へ
「むくどりの家」は1982年から精神障害がある人た
ちの拠り所として、横浜市でもっとも長く活動してい
る事業所の一つです。ご本人や家族ではなく、ボラ
ンティアとして活動してきた市民（現・理事長の吉田さ
んたち）が中心になっているのも先駆的です。これま
でにもメンバーさんが自らの抱える生きづらさを仲
間に聴いてもらうとか、旭公会堂のホールなどでご
自身のことを表現する啓発活動など、施設長の内田
さんを中心に取り組まれています。そんな「むくどり
の家」なればこそ、メンバーさんたちの表現をさらに
多彩にするきっかけにしてもらえればと今回の事業
を提案しました。

 岩井さんがつくる演劇のふしぎな体験
劇団ハイバイの主宰である岩井秀人さんは、10代
半ばから20歳にかけての自身のひきこもりの経験
や父親の暴力など、観ているほうが気まずくなるよう
な題材を作品にしてきました。しかも、なんとも要領
の悪い人や空回りするくらいの自意識を振りまく人、
世の流れに上手く乗っていけない感じの人たちばか
りが登場し、目も当てられない悲劇なのに大きな笑
いが起こるという作風。そして、なぜか終演後に自
分のことを話したくなってしまうという、ふしぎな観
劇体験をもたらします。
最近の岩井さんは「新作は書かない」と公言していま
す。一方で、各地の老若男女が自身の遭遇した「ヒド
い出来事」などを書き、自ら出演するワークショップ

岩井秀人×むくどりの家
むくどりのモロモロ

「ワレワレのモロモロ」に精力的に取り組み、日仏友
好160周年を記念した祭典「ジャポニズム2018」で
の「ワレワレのモロモロ ジュヌビリエ編」も高い評価
を受けました。

成果を目指さない
「むくどりのモロモロ」は、カウンセリングなどでも用
いられる「外在化」とも通じるので、きっとおもしろい
だろうと思っていました。あえて岩井さんにお願い
したのは「成果を目指さない」ということでした。
助成事業では往々にして「成果」、とりわけ「成果物」
が求められます。ただ、初めから「作品づくりありき」
になると、そこを意識しすぎて小さくまとまってしまう
恐れもあります。他所の打ち合わせでも「必ずしも作
品化しなくてよい」と説明しましたが、特に「むくどり
の家」のみなさんには「作品化せねばならない」とい
う先入観は遠慮や萎縮につながりかねないので、あ
えて極端なお願いをしました。
カプカプでのワークショップも「目標」など掲げずに
10年以上続けてきています。イベント的なわかりや
すい「成果」よりも、日常、そして人生に大切なものを
もたらしてくれることは請け負います。その上で、こ
の一見奇妙な企画を、今回のワークショップを担当
された「むくどりの家」スタッフの山関さんがおもし
ろがってくれたおかげで、貴重な場が生まれたのだ
と感謝しています。当初は「2時間は長い」と言うメン
バーさんたちもいましたが、回を追うごとに時間が延
びてきています。

実施レポート…4
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第3回 岩井秀人さんワークショップ

日時＝2021 年 9 月 14 日（ 火 ）  13：30 ～ 16：10 
参加者＝18名

やったこと＝「今までの人生の中でつらかったこと」に
ついてのシェア。子どもの頃のつらかった出来事、クリ
スマスの出来事、サンタクロースがいないと知った日、
精神科病院に入院中に保護室に入った時の話、父親
のワクチン同行とトイレの話、一緒に暮らす妹と父親と
喧嘩した話などが挙がる。「妹と父親の喧嘩」について
皆で演じてみた。 

演じたエピソード＝「妹と父親の喧嘩」
父親が妹の将来のことを心配し、妹が最近始めた仕事
について父親が問うことをきっかけに口喧嘩が始まる。
妹が怒って投げたリモコンが TV に当たり破損するが、
壊れた TV のことをしきりに心配している父親に対して
疑問を感じたというエピソード。

◉以下のメンバーで、父親・妹・姉の役割を交代で演じた。
・ Nさん（父親）×山関（妹）×知（姉）
・ 田山（父親）×山関（妹）×知（姉）
・ 相原（父親）×山関（妹）×知（妹）
・ 田代（父親）×アコ（妹）×ゆりこ（姉）　
ほか、この話をした当事者本人が父親役も演じた。

誤解されがちなクセが強めな人に愛のある
ツッコミを入れることで、周りの人たちが「その
対応、ありなんだ！」っていう場面があったと
思うんです。バカにするのでもなく排除するの
でも無視するのでもなく、絶妙な言葉のチョイ
スと語調とで、会話として楽しんでしまう方法
をみんなで共有したというか。

そういことを僕も自分の演劇を通して知った
気がします。リアルの時はすごく腹がたった
り、理不尽に感じたことを、みんなで取り囲
んで再現すると、だいたい面白い場面にな
るっていうね。それは自分の経験に別の視点
をもらうみたいなことにつながっているのかな
と思うんですけど。

最初はみなさん身構え
てましたけど、始まったら
すごかったですね。

「振り返り」からの対話

メンバー・スタッフの感想

演劇と救い

鈴木

岩井

鈴木

僕にとっては「本番がない」ということがすごく
大きかった。それがないから好き放題迷えるし、
迷っていること自体をお互いに面白がっていら
れるんですよ。本番のある「ワレワレのモロモ
ロ」でも、本番よりもつくっていく過程のほうが
参加者にとって大事だと思っています。クリ
エーションをするときに自分の体験を人に伝え
る必要があるから演技をする、みたいなことに
なるので。

◉衝撃だった。岩井さんは気づかないことに気づ
く。泣きそうになった。川上  ◉人間ていうのは
個々で重荷を持って生きているんだと思った。岩
﨑  ◉バッシングがある中で、正直に話す場がな
い。こういう場がもっと増えたらいい。岩﨑  ◉と
ても楽しかった。岩井さんにもスタッフになっても
らいたい。阿久根  ◉抑えられている気持ちや言
葉が、どんどん解放されていったらいいなあ。内
田  ◉岩井さんの引き出す力、観察力がすごい。
田中  ◉岩井さんの皆の話をきちんと拾い上げ応
答されていた対応をみて、いち職員としてとても
勉強になった。池  ◉ふだん積極的に話さないで
いる人も、表現したくなることに驚いた。山関

岩井

カ
プカプ

カ
プカプ



24 25

区の障害福祉の要
「障害者地域活動ホーム」は横浜独自の制度です。
成人期の人たちだけでなく、障害がある子どもやそ
の親たちの支えにもなっています。「活動ホームあさ
ひ」は今回参加した事業所の中でもっとも歴史があ
って、前身である「旭区肢体不自由児者父母の会」
から数えると40年近く活動しています。今も昔も旭
区の障害福祉の要ともいえるところで、所長の水野
さんは旭区地域自立支援協議会の代表です。前身
の名前が表わすように、肢体不自由のある人たちが
多く通われていますが、さまざまな障害がある人た
ちにも応じています。事業所は密集を避けるために
も3つのグループに分かれて活動していて、本体から
歩いて行き来できる距離に別の2つの居場所をもっ
ています。

安心して過ごせる場だからこその揺さぶり
「活動ホームあさひ」には身体的な介助が必要な場
面が多いからでしょう、非常勤やボランティアの方た
ちもたくさんいて、メンバーさんそれぞれのペースで
活動しています。みんなが安心して過ごせる場所を
長い時間かけて築いてきた「活動ホームあさひ」だ
からこそ、もっともかき混ぜてくれそうなアーティスト
をご用意しました。
益山貴司さんは「劇団子供鉅人」代表で、にぎやか
な音楽劇から静謐な会話劇まで幅広い創作をする
劇作家です。コテコテの関西弁で胡散臭い外見が
「福祉界隈」とそぐわない気もするので、ほかの施設
だったらためらっていたかもしれません。案の定、今

益山貴司×活動ホームあさひ
ボス益山アワー

回の事業を提案をするやいなや、あさひのみなさんは
益山さんたちがマツケンの後ろで踊る「松屋」の「マツ
ベンサンバ」のCMを作業室でみんなで見て盛り上が
ったと聞き、「ドンピシャのマッチング!!」と内心ガッツ
ポーズをしました。

おもしろがる力
今回は第3グループ中心となりましたが、ほかの2つの
グループでも隔回で、さらにはコロナ禍で在宅に居る
人たちとも、先ほどの大きなモニター越しにつなげて実
施しました。一人ひとりと寄り添う「活動ホームあさひ」
らしいと思います。
意外というか、嬉しい誤算だったのは、担当の渡辺さん
を始め、ふだん寡黙に介助しているイメージのスタッフ
さんたちの芸達者ぶりが露わになったこと。初めての
ことに緊張していたメンバーさんたちが大いに楽しめ
たのは、芸達者なスタッフさんたちのおかげです。スタ
ッフが楽しむことも大切ですが、もっと重要なのが起こ
っていることを「おもしろがる力」。それはマジョリテ
ィ（主流派）としての盤石な立場から異なる人を嘲笑う
のとは違います。自分も含めてそれぞれが違うことに興
味を持ち／感嘆し／敬服するような「おもしろがる力」
が鍛えられればそれだけ、福祉の現場で「矯正」されて
しまいかねない一人ひとりの差異も「問題行動」ではな
く「おもしろい」と捉えなおせるじゃないか。そんなス
タッフが増えれば、障害があることが生きづらさになる
人も減り、障害福祉施設の「日常を豊かにする」こと
につながるはずだと思うのです。

実施レポート…5
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アーティストによる
ワークショップの意義
障害者地域活動ホームあさひ　
施設長 水野智也

導入するときはワークショップを
やってどんな効果があるの？って、
スタッフ側が先に答えを知りたがる
ところがあったんですけど、そういう
のはなしでやってみましょう、と。枠
を外して、それぞれが表現する時間
があったほうがいいよねって。
やってみて、「メンバーさんの表現に
気づきやすくなった」っていうスタッ
フの感想がありました。個々のメン
バーが感じていることを受信する側
の感性をひろげていくことは、支援
にとって大事なことだと思います。
先日、益山さんのワークショップで
やった「桃太郎」で鬼の役をやった
メンバーさんが、ロシアとウクライナ
のニュースを見て、僕は戦争に行く
のかなって言ったんです。そのとき
はスタッフが、「日本の憲法には第９
条というのがあって、戦争はしない
んだよ」って応えていました。彼が
恐怖を感じとっていることに「ああ、
いつものこと」って受け流すか、ど
んなかたちであれキャッチするかで、
支援の差が出てくると思うんです。
そしてそれはこちらの感性にかかっ
ていると思いますね。
（「全体の振り返り」より）

メンバーさんは最初、すごく緊張し
ている様子がありましたけど、蓋を
あけたらずいぶん違いましたね。

スタッフのみなさんがいなければできなかったと
思いますね。ワークショップ中、施設の中里理事長
がピアノを弾いて盛り上げてくれたり、自分たちも
ノリノリで参加してくださったり、スタッフとメン
バーさんが一体になって遊んでいく感じがすごく
おもしろかったです。「桃太郎」をやったときは、ス
タッフさんがメンバーからきび団子をぶん投げら
れたりして（笑）。当然、私よりも付き合いが長いの
で、それぞれの特性を理解したうえでコミュニ
ケーションをとられている感じが伝わってきました。

ある回で楽器を触わっていたときに、スタッフの方
が太鼓を思うように叩けなかったんですよ。私が
そこを散々いじるものだから、あるメンバーさんが
やめてください！それ以上、いじめないでくださ
い！せめていじるなら２、３回にしてあげてくださ
い！とか言って（笑）。メンバーさんがスタッフを
助けるみたいなシチュエーションが生まれて、め
ちゃくちゃおもしろかったですね。

あさひでは職員／メンバーみたいな関
係ががっちりしていないけど、学校的な
傾斜関係がある施設の方にとってその
関係が目に見えて崩れるって経験は、
ワークショップが終わったあとの施設の
時間にとっても、すごくいいのでしょうね。

「振り返り」からの対話

笑いで関係性を
突き崩す！

鈴木

益山

鈴木

カ
プカプ

カ
プカプ
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丁寧に関係をつくっていくこと
「ほわほわ」は参加してくれた中でもっとも若い事業
所です。2007年に開所した住宅地にある一軒家の
まさにアットホームな地域活動支援センターです。
母体は高齢福祉も障害福祉もと幅広く活躍してい
る横浜共生会です。所長の佐藤さんの朗らかさの
せいなのでしょうか、いつ訪れても楽しそうな雰囲
気があり、コロナ禍でみなさんの活動スペースを分
散して確保する必要があるため休業していますが、
可愛らしい喫茶スペースもあります。
メンバーさん全員が車いすを利用しているという点
では、身体表現系のワークショップからもっとも縁
遠いとも思われ、福祉系のワークショップに慣れて
いる人に頼もうかとも少し迷いました。
今回の企画で大切にしたいことの一つは「時間を
かけて丁寧に関係をつくっていくこと」でした。
なので、2016年度の演劇系大学共同制作公演
「昔々日本」で、都内の5大学から集まった60人以上
の学生さんたちと実に丁寧な創作をしていた劇作家
の山本卓卓さん（範宙遊泳）に依頼しました。

理想とする社会への表現者による後押し
山本さんに依頼したのは、「昔々日本」が、「津久井や
まゆり園事件」への応答としてつくられていたという
こともあります。その手の作品は少なからずありまし
たが、あんな凶行に至らせてしまったわたしたちの
社会から目を逸らさず、自らの問題として対峙した

山本卓卓×ほわほわ
ほわほわのぷりぷり

作り手は稀有でした。「個人モデルから社会モデルへ」、
つまり障害を個々人の差異のせいではなく不寛容な社
会の側の問題とするという、障害福祉が掲げてだいぶ
経ちながらも一向に進めない方へ向かうには、そんな
表現者の後押しが肝要だと思ったのです。
こんなふうに言うとカタいワークショップを想像されて
しまうかもしれませんが、根底にはストイックなまでの
探求心を湛えながら、表に現れるのはどこかユーモラ
スなのが山本さんの魅力なのです。

関係の積み重ねの先に生まれた物語
話を進める前にまずは「ほわほわ」の人たちに会いたい
と山本さんからの申し出があり、スタッフを含めた全員
をインタビューするという和やかな時間が持たれまし
た。ワークショップ以外でも、「ほわほわ」のクリスマス
会に山本さんが娘さんを連れて訪れるとか、山本さん
がノミネートされていた岸田國士戯曲賞のことを気に
したり、受賞をお祝いしたり、ふだんの活動のなかで
小道具をつくったり、と関係が積み重ねられていきまし
た。ある時からメンバーさんたちが「すぐるさん」と呼
ぶようになったとも聞きます。
そんな関係の積み重ねの先にできつつある物語「ほわ
ほわのぷりぷり」の初稿を、山本さんとほわほわのみな
さんのご厚意で本冊子の巻末に掲載させてもらいま
した。かけがえのない時間を想像しながらお楽しみく
ださい。

第1回  11月26日（金曜日）
メモ：ほわほわのメンバーのみなさん、
スタッフのみなさんのことを知りたい。

ワーク：インタビュー。１時間10分。
メンバーとスタッフのペア１組ずつにイン
タビューをする。改まって質問されること
で、普段とちょっとだけ違う「少しだけ演じ
ているような状態」の状況を創り出す。

結果：メンバーとスタッフのコミュニケー
ションのあり方に感動した。スタッフさん
たちはメンバーの個性を理解しながら、
的確にケアをしつつ、かつ心の通った交
流をしている印象をもった。この、メンバー
とスタッフの関係、こそが演劇に繋がって
いく気がする。ただ、もっともっと一人ひと
りを知りたいし、知らなければできない何
かがある気がしている。

第２回  12月3日（金曜日）
メモ：みんなを少しだけ演劇の
入り口に連れて行きたい。

ワーク：
⓪山本の自己紹介。質疑応答。５分～10分
①シアターゲームをやってみる。10分。
②小休憩５分。水分補給。
③好きなキャラ・なりたいキャラになってみよう。
を考える。５分。
　演技をするうえで、自分が好きなキャラ・な
りたいキャラを決める時間を設けたい。ポケ
モンでもいいし、電車でもいいし、石だって
いい、架空のキャラでもいい。

［メンバーの役］
福地さん　メロンパンナちゃん
田中さん　ミッフィー
加藤さん　歌手
田口さん　山本卓卓！
坂本さん　さかたおさむお兄さん
　　　　　（歌のおにいさん）
剣持さん　キティちゃん　
渡辺さん　F-1 レーサー
横尾さん　トトロ
山本卓卓　仮面ライダー１号

④好きなキャラ・なりたいキャラになってみよ
う。30分。
　メンバーはそのキャラクターの名前で呼ば
れる。スタッフさんはその人がそのキャラク
ターになれるようにケアをしてあげてほしい。
例えば話しかける時に「ピカチュウさん、喉
乾いてますか？」「石さん、トイレに行きます
か？」など。この時間だけ「役として存在して
いる」という状況を共有する。

③の結果：お互いを違う名前で呼び合うだけ
で、いつもと違う「演技」の状態になる。朝の
朝礼を模して、フェイントを入れながら点呼を
とる。田中さん？と呼びかける・・・田中さんは
返事をしない。でも「ミッフィーちゃん？」と呼
びかけると田中さんが「はい！」と言う。みんな
が笑う。これは立派な演技であり、この延長
は演劇になりうると感動した。また、参加者に
よって入り込み方の差はあるが、例えば剣持
さんはキティちゃんになりきろうと裏声をつ
かったり声を小さくしていた。F-1レーサーを演
じた渡邊さんに山本が「いまなにしてます
か？」と呼びかけると、ハンドルを握るポーズを
し、カーブを曲がる手の動き、速度をあげて風
を切っているような、イメージの中にいる様を
みせてくれてとても感動した。かような経験
を経て、やはり最終的に、演劇をつくる、とこ
ろまでいくのが一番いいのかもしれないと
思った。

実施レポート…6
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第３回  1月14日 （金曜日）
メモ：フィードバックの中に
「他の役も演じてみたい」とあったので前回と
同じことを今度は別の役でやってみたい。

ワーク：
⓪雑談タイム。５～10分
①シアターゲームをやろう。10分
②休憩水分補給。５分 
①の続き
③キャラを決めよう。５分
④キャラに性格をつけよう。５分

［メンバーの役］
福地さん　とってもパッピーなウサギさん
田中さん　いい加減なピカチュウ
加藤さん　めちゃくちゃ強いライダー1 号
田口さん　めちゃくちゃ弱い山本卓卓
坂本さん　とっても元気なさかたおさむお兄さん
剣持さん　とってもニコニコな子猫
渡邊さん　とってもニコニコなバイク
横尾さん　とってもうるさい車
上林さん　いつも笑ってるピカチュウ

［スタッフの役］
松山さん　とってもわがままなアリス
谷口さん　涙が止まらない佐藤功気さん！
大槻さん　とってもこわいトランプの女王様
堀江さん　めちゃくちゃ弱い芸能人

⑤キャラの状態で会話や行動をしてみよう。10分

③の結果：
配役決めは、福地さんがサニー姫になりたいと言った
りやっぱりピカチュウやっぱりメロンパンナちゃんと二
転三転するのがおかしかった。でもそうした“興味”が、
主体的であるための条件なので、福地さんの反応は
“クリエイティブの芽”であると確信している。

第6回（今年度最後）
3月11日（金曜日）

メモ：台本を最後まで
読み合わせてみよう！

ワーク：
①雑談タイム。5分
②シアターゲーム。10分
③休憩水分補給。5分
④台本を最後まで読んでみよう！

④の結果：
みんな「演劇をしている」という実感
を持てたのではないか。台詞をつ
かって演技を遊ぶ。演劇本来の原
初的な楽しみに触れている感覚が
あった。
福地さんは積極的にベストタイミン
グで台詞を発してくれるそして衣装
がいい。田中さんは劇が求めている
キャラクターとしての振る舞い、を充
分理解して上手に演じてくれる。最
初、田口さんは照れちゃうかなと
思っていたけれど、かなり真剣に、そ
して楽しみながら魅力的に山本卓
卓を演じてくれていた。坂本さんは
大好きな「さかたおさむお兄さん」の
台詞を、しっかり相手役と疎通をし
ながら、演技の基本「レスポンス」が
できていた。剣持さんは声のトーン
を変えて本格的に仔猫を演じ、台詞
量の多い役にもかかわらず投げ出
したりせず魅力たっぷりにつとめて
くれた。渡邊さんはニコニコなバイ

クという役名にふさわしいその名の通り愛らしいバイクを熱演してくれ
た。横尾さんは笑っているタイミングから、この劇と物語を充分に理解
しているように感じた。スタッフさんたちの演技も充分にプロの鑑賞に
耐えうると思った。松山さんは前回より肝が据わっている感じがあって
「演劇の道、演技の道へようこそ」と思った。佐藤さんが佐藤さんを演じ
るというなかなか面白いシチュエーションながら、思い切り演じてくれる
ので安心してみんなが楽しめた。大槻さんは抑揚や言葉の発し方が巧
みで「あ、素人ではないな」と思った。絵本の読み聞かせとか抜群にうま
いはず。堀江さんは飄 と々していて、役とご本人のお人柄がマッチしてい
る演技にとっても好感をもった。谷口さんは今回はお休みだったけれど、
場をエンターテインしてくれる姿勢に感動している。

まとめ 
当初、メンバーさんだけのためのワークショップではなく、スタッフさ
ん、つまりは「ほわほわ」全体のためのワークショップになるとよいと
思っていた。差異なくみんなで「演劇」をつかって一緒に楽しむ空
間、場をつくりたかった。今回、その目標は達成できたと自負してい
る。演劇を通して、全員がちょっとした殻をやぶって自分を表現して
いた。これは、みんながそれぞれの個性を確認し、認め合っていく、
尊重し合っていく過程で獲得していったことだ。合計６回のワーク
ショップを重ねた日々のなかに私とみなさんの間にインタラクティ
ブな「コミュニケーション」が存在していた。だから最終的に演劇が
立ち上がった。できあがった脚本はこれらの日々の目に見える財産
の一つだと思う。このように私の演劇のスキルが応用され、社会に
コミットできることをとても嬉しく思う。こうした一つひとつの「社会
に参加している実感」が日本中、世界中に満たされていけば、虚しい
気持ちのアーティストたちをこれ以上増やさずに済むと思う。福祉
に携わる人 に々おいても同じ気持ちであってくれたら嬉しいと思う。

第4回  2月4日（金曜日）
メモ：残った時間で、コスチュームを
つくってもっとそのキャラクターに
近づいていきたい。
※なりたいキャラクターが途中で
変更されてもかまわない。

ワーク：
①雑談タイム。５分
②シアターゲーム。10分
③休憩水分補給。５分
④キャラの状態で会話や行動をしてみ
よう。10分
⑤即興劇をしてみよう！！ ５分～10分
⑥役のコスチュームをつくって役に近づ
こう！

④の結果：
シアターゲーム「見えないボールを回そ
う」を役の状態でやってみる。子猫は
「にゃあ」と言ってボールを投げる。ピカ
チュウの投げたボールは痺れる。スタッ
フさんが率先して役になっているのを見
てメンバーも楽しんでいた。

第5回  3月4日（金曜日） 
メモ：もっとみんなが劇に
参加できるように、
台本をつかって演劇をしてみる。

ワーク：
①雑談タイム。5分
②シアターゲーム。10分
③休憩水分補給。５分
④台本を読んでみよう。

④の結果：
みんながどんなふうに台詞と対峙
できるか未知だったので、半分だけ
の台本を渡した。読み合わせてみ
ると、ばっちり。１回目の読み合わ
せが終わったあと、演劇の基礎中
の基礎「イマジネーション」につい
て話すと、２回目の読み合わせで
は、空間全体が森を意識されてい
るように感じた。この目に見えない
確かな変化がとても演劇的だった。

※本記事は、山本卓卓さんが書き留めたワークショ
ップの記録の一部を抜粋し、山本さんの了解を得て
掲載いたしました。
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ワークショップ
実施検討／
アーティストの選定

障害福祉施設における
アーティストとのワークショップ実施のコツ
福祉施設・アーティスト、それぞれの視点から

今回参加した6つの事業所、6人のアーティストからの
アンケートをもとに作成しました！

講師による事業所の見学／事前の打ち合わせ　
※Zoom、対面、メールなど

福祉施設の視点
【事業所内で話し合ったこと】
▶ワークショップ（以下、WS）につ
いての理解、その必要性や目的
▶メンバーがなにをしたいか
▶スタッフがなにをしたいか、なに
を提供してみたいか
▶期待できる効果をイメージし、施
設・職員内で共有

☀「初めて」が苦手な参加者が多
い場合は自由度が高いWSがよ
さそう

福祉施設の視点　
【事前準備の内容】
▶「期待できる効果」「支援の根
拠」の言語化（施設内で理解
を得ながら進めるため）
▶参加者（スタッフ、メンバー）、家
族に向けての説明
▶WSへの出欠をメンバーに決め
てもらう
▶アーティスト来所の周知（ポス
ターなど）
▶アーティストの紹介（過去作品
などを鑑賞）
▶メンバーが不安なくWSを迎え
るための準備をスタッフみんな
で考えて共有

☀「プラン通りを目指さなくても
OK」というユルさを両者が
持っておくといいみたい

福祉施設の視点　
【事前準備の内容】
▶「期待できる効果」「支援の根
拠」の言語化（施設内で理解
を得ながら進めるため）
▶参加a者（スタッフ、メンバー）、
家族に向けての説明
▶WSへの出欠をメンバーに決
めてもらう
▶アーティスト来所の周知（ポ
スターなど）
▶アーティストの紹介（過去作
品などを鑑賞）
▶メンバーが不安なくWSを迎
えるための準備をスタッフみ
んなで考えて共有

福祉施設の視点　
【見学時に伝えたいこと】
▶実施場所、施設の雰囲気、使用できる機材など
▶参加する人の特徴、個々の障害特性・病気など

【打ち合わせで共有したいこと】
▶実施時間、休憩を含むスケジュール調整
▶事業所の時間の流れとその時間内でなにができるか
▶参加者に負担がなく、自由度が高いワークショップ内容が可能か
▶メンバーの障害特性と障害に合わせてなにができるか？
▶アーティストがふだん行なっているWSについて

アーティストの視点 

【見学時に知りたいこと】
▶施設の様子、メンバーの障害特性（どのような支援が必要か）
▶ふだんの活動内容（チームワークによる作業か個人作業か）
▶得意なこと、好きなこと
▶障害の個人差（実際に会うことが重要）

【事前の打ち合わせで共有したいこと】
▶実施内容の概要（実施回数、実施時期、参加人数）
▶参加者の特徴（メンバーの特徴に関する資料で共有）
▶実施場所（空間デザインや広さを動画や写真、図面等で共有）
▶WSに期待することやリクエスト
▶WSの担当スタッフ、緊急時の連絡スタッフ

☀実施WSのイメージ共有は映像や写真を使うと便利

アーティストを探す際は、
障害者芸術文化活動
支援センター（https://arts.

mhlw.go.jp/center/）か、
カプカプの鈴木
（奥付の連絡先まで）にご相談
ください。

福祉施設の視点3

配慮したこと
・メンバーとアーティスト間のコ
ミュニケーションをフォロー
・控室の確保。昼食・休憩など時
間配分の調整
・WS担当スタッフの現場内業務
の調整

アーティストの視点3

福祉施設ならではの配慮
・身体的な困難、危険性、NG
ワードなど（事前の打ち合わせ
での聞き取りした点）
施設側にされてよかった配慮
・個々のメンバーの性格などに
ついてのフォロー（無愛想に見
える方ですが「あの人いつ来る
の？」って楽しみにしてますよ、
と教えてくれた）
・途中からの参加・退場自由！
（メンバーがリラックスしてWS
に参加できた）

ワークショップの

実施
実施後のふりかえり
次回に向けての
打ち合わせ

事業所内における
ワークショップ実施に
向けた準備

福祉施設の視点　
【配慮したこと】
▶メンバーとアーティスト間のコミュ
ニケーション面でのフォロー
▶支援者ができるだけ見守りに徹
し、自らも楽しむ
▶スタッフも積極的に話し、前に出
る
▶控室の確保。昼食・休憩など時
間配分の調整
▶WS担当スタッフの現場内業務
の調整

アーティストの視点 

【福祉施設ならではの配慮】
▶身体的な困難がないか、危険は
ないか
▶NGワードなど（事前に聞き取り
した点）

【施設側からされてよかった配慮】
▶メンバーの性格などについての
フォロー
▶途中からの参加、退場自由（メ
ンバーがリラックスできるので）

福祉施設の視点　
【知りたいこと、話し合いたいこと】
▶メンバーの良かった点、前回から
の変化、次回の準備
▶WS後のメンバーの反応、様子
▶WS中のメンバーのふだんとは違
う姿、感銘を受けた点
▶WS中のメンバーの発言や行動
について補足説明（体調や家族
関係、過去のこと等）
▶参加してみて（職員目線での）の
感想

アーティストの視点 

【知りたいこと、話し合いたいこと】
▶メンバー、スタッフの感想、次回
への期待や改善点（プランニン
グにつなげる）
▶メンバーのWS中のふるまいにつ
いて、スタッフ側の所感と目線の
交換
▶想定外に良かったこと、悪かった
こと、危険はなかったか
▶スイッチの入った瞬間、カオスに
なった瞬間
▶ふだんの活動にどうつなげるか

1 2
→ →→→ → →

3 4 5
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本企画ワークショップを実施したアーティストの「振り返り」を、
カプカプのYouTubeチャンネル「カプカプテレビ」で近日公開予定！
カプカプテレビのチャンネル登録お願いします。

▼カプカプテレビURL
https://www.youtube.com/channel/UCsgILW0-j63GTLaCBxrsshA

※これは、3月にオンラインで行なわれた振り返りトークの映像を編集したものです。
26日（土）9時～11時　出席者：白神さん、益山さん、山本さん
27日（日）14時～16時　出席者：アサダさん、新井さん、岩井さん

木々は緑に芽吹き、間もなく真っ赤なバラが咲く
季節も訪れるというのに、「生産性」などという狭い
尺度で人間が測られ殺されてしまう、相変わらず
なんともザンネンなわたしたちの世界です。一部
の人間の「異常性」のせいにして退場させても、社
会の価値観が相変わらずだから、すぐにまただれ
かに殺させてしまう。

今回の企画に参加してくれたのは、旭区地域自立
支援協議会の仲間たちです。10～20名の障害
がある人たちが通い、日中を過ごす「生活介護」
「就労支援」「地域活動支援センター」などの事業
所で、旭区だけでも50ヶ所以上、全国には2万ヶ
所以上あります。かつて事業所での作業は部品
組み立てなどの内職的な下請けが中心でしたが、
飲食業や自主製品の製作など多様になりつつあ
ります。それなのに、障害に対する価値観はまった
く多様にはできていなかったのではないか̶̶。
すぐ隣の市で起きてしまった「津久井やまゆり園
事件」が、そんな問いをわたしたちに突き付けてき
たように思います。だから、わたしたち協議会のネ
ットワークでは、つながることで満足するのではな
く、「一人ひとりを肯定する」という次なる目標を掲
げたのです。
すなわち今回の企画は、新しい価値観を創出して
「一人ひとりを肯定する」わたしたちのネットワーク
による試みの一つのかたちです。「生産性のない人
間は価値がない」なんてなんともザンネンな呪い
の言葉を、笑いながら踏み越えて行けるんじゃな
いかと思えるほどに愉快な実施報告が各所から
寄せられました。

アーティストからも「作品や発表だけが「成果」で
はないことを理解のうえ、発表目的ではないワーク
ショップをさせてくださったのはアーティストにとっ
ても、とてもよい時間となっていたと思っています」
（白神ももこさん）や「「むくどりの家」でやらせても
らってる活動で、自分のこれまでの活動を救っても
らっていると思っていますし、僕のこれからの活動
にも大きな影響を与えられると思っています」（岩井
秀人さん）と、生産性に縛られない今回の企画に
対するうれしい反響が伺えました。

アーティストや参加者の方たちの豊かな経験の裏
には、コロナの中でも日常を守る障害福祉事業所
の人たちの地道な取り組みがありました。徹底し
た感染対策やPCR検査など工夫を凝らし、それで
もなお度重なる中止に見舞われるも倦まずに再調
整してくれました。実施後に参加者が「陽性」と発
覚しても、迅速な対応により最小限の拡散に収め
てくれただけでなく、そこで歩みを止めずに継続し
てくれた施設の度量には感服しました。「組織のメ
ンツ」とか「法人の責任」みたいなことを第一義に
すれば、「余計」なことはしないスタイルもあるんで
しょう。それでも、いずれの事業所もメンバーさん
たちの日常を少しでも豊かにするべく、細心の注
意を払いながらひらきつづけてくれました。
50ヶ所／2万ヶ所のなかのわずか6ヶ所と言えば
それまでですが、まずは6ヶ所とも言えます。ここ
から変え始めていければよいのではないでしょう
か。福祉施設でのアーティストによるワークショッ
プを全国に広めていくために、この本をあなたに届
けます。

あとがき


